
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
と
そ
の
影
響

井
　
出

野
　
栄
　
吉

（1）　チェルノプイリ事故とその影響

緒
　
言

　
原
子
力
発
電
は
世
界
の
全
発
電
電
カ
量
の
約
ニ
ハ
％
を
占
め
、

石
油
換
算
で
B
産
一
〇
〇
万
M
に
相
当
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
産
出

し
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
安
定
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
一
九
八
六
年
四
月
二
四
日
、
ソ
連
の
チ
ュ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
カ

発
電
所
四
号
機
で
発
生
し
た
反
応
度
事
故
は
、
そ
の
七
年
前
の
米

国
の
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
子
カ
発
電
所
事
故
を
上
ま
わ
り
、
放
射

線
被
曝
に
よ
り
多
く
の
死
者
と
負
傷
者
を
出
し
た
ぱ
か
り
か
大
量

の
放
射
性
物
質
が
大
気
中
に
放
出
拡
散
さ
れ
、
ソ
連
及
ぴ
ソ
連
以

外
の
広
範
な
地
域
が
汚
染
さ
れ
る
結
果
と
な
ウ
た
。
こ
の
事
故
に

よ
り
、
原
子
カ
の
安
全
確
保
は
単
に
一
国
だ
け
の
問
題
に
と
ど
ま

ら
ず
世
界
各
国
の
共
通
問
題
と
な
り
そ
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ

た
。　

原
子
カ
発
電
を
中
心
と
し
た
原
子
カ
の
平
和
利
用
を
推
進
し
て

い
く
上
で
そ
の
安
金
確
保
の
重
要
性
は
論
を
侯
た
な
い
が
同
時
に

経
済
性
の
向
上
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
近
年
、
在
来
の
原
子
炉

と
は
咳
全
性
確
保
の
た
め
の
視
点
を
異
に
し
た
い
わ
ゆ
る
固
有
の

安
全
性
を
有
し
且
つ
経
済
的
な
原
子
炉
に
関
す
る
研
究
開
発
が
活

発
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
筆
者
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
ィ
リ
原
子
カ
発
電
所
の
事
故
及
ぴ
そ
れ

を
め
ぐ
る
対
応
に
つ
い
て
述
べ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

一
一
　
チ
ェ
ル
ノ
プ
イ
リ
原
子
カ
発
電
所
の
事
故

　
事
故
を
起
こ
し
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
カ
発
電
所
四
号
機

（
以
下
四
号
機
と
い
う
）
は
、
ソ
連
が
独
自
に
開
発
し
た
R
B
M
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K
型
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
ソ
連
は
一
九
五
四
年
に
モ
ス
ク
ワ

郊
外
の
オ
プ
ニ
ン
ス
ク
で
世
界
最
初
の
原
子
カ
発
電
所
（
電
気
出

カ
五
、
○
O
O
㎜
）
の
運
転
を
開
始
し
た
。
こ
の
時
使
用
さ
れ
た

原
子
炉
は
黒
鉛
減
速
軽
水
冷
却
型
炉
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
こ
の

型
の
炉
を
大
型
化
し
た
沸
騰
水
型
炉
が
開
発
さ
れ
た
。
R
B
M
K

は
こ
の
黒
鉛
滅
速
軽
水
冷
却
沸
騰
水
型
炉
の
略
称
で
あ
る
。

　
四
号
機
は
電
気
出
カ
一
6
0
万
㎜
で
、
一
九
八
。
四
年
三
月
に
運

転
を
開
始
し
て
い
る
。
四
号
機
の
原
子
炉
内
に
は
減
遠
材
で
あ
る

黒
鉛
の
ブ
ロ
ヅ
ク
（
断
面
二
五
〇
×
二
五
〇
m
、
高
さ
六
〇
〇

㎜
）
が
柱
状
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
円
筒
状
の
炉
心
（
直
径

一
一
・
八
m
、
高
さ
七
・
○
m
）
を
構
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ

れ
ぞ
れ
の
黒
鉛
ブ
ロ
ツ
ク
に
は
垂
直
方
向
に
貫
通
し
た
円
筒
状
の

穴
（
直
径
一
一
四
m
）
が
あ
い
て
い
る
。
こ
の
中
に
圧
力
管
（
チ

ャ
ン
ネ
ル
）
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
数
は
一
、
六
六
一
本
で

あ
る
。
各
圧
カ
管
の
内
部
に
は
燃
料
集
合
体
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

他
方
、
二
一
一
本
あ
る
制
御
棒
も
黒
鉛
に
あ
け
ら
れ
た
穴
の
中
に

挿
入
さ
れ
て
い
る
。
黒
鉛
ブ
ロ
ツ
ク
は
原
子
炉
容
器
内
に
収
め
ら

れ
、
黒
鉛
の
酸
化
防
止
及
び
伝
熱
特
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
ヘ

リ
ウ
ム
ガ
ス
と
窒
素
ガ
ス
と
の
混
合
ガ
ス
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
て
い

る
。

　
燃
料
集
合
体
の
高
さ
は
約
七
m
に
及
ん
で
お
り
、
上
下
二
段
に

わ
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
は
、
一
八
本
の
燃
料
棒
（
高
さ
約

三
・
四
m
、
直
径
二
二
・
六
㎜
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
燃
料

は
濃
縮
度
二
・
○
％
の
低
濃
縮
ウ
ラ
ン
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
燃
料
棒
で
発
生
し
た
熱
は
圧
カ
管
の
中
を
通
る
冷
却
材
で
あ
る

軽
水
に
伝
え
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
高
温
高
圧
（
約
二
八
四
度
C
、

七
〇
厨
、
o
目
問
）
の
気
水
混
合
流
が
得
ら
れ
る
。
こ
の
気
水
混
合
流

か
ら
蒸
気
が
気
水
分
離
器
に
よ
っ
て
分
離
さ
れ
て
二
基
の
タ
ー
ビ

ン
に
送
ら
れ
そ
こ
で
発
電
が
行
な
わ
れ
る
。
な
お
、
熱
出
カ
は
三

二
〇
万
㎜
、
電
気
出
カ
は
一
〇
〇
万
㎜
で
あ
る
。

　
事
故
の
経
過
や
原
因
と
関
連
す
る
四
号
機
の
特
徴
に
つ
い
て
記

述
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
軽
水
減
速
軽
水
冷
却
の
沸
騰
水
型
炉
（
B
W
R
）
で
は
、
出
カ

が
増
加
し
て
冷
却
水
や
燃
料
の
温
度
が
上
昇
す
る
と
、
負
の
ボ
イ

ド
効
果
や
ド
ヅ
プ
ラ
効
果
に
よ
り
核
分
裂
連
鎖
反
応
が
滅
少
す
る

自
己
制
御
性
（
負
の
反
応
度
フ
ィ
ー
ド
バ
ツ
ク
特
性
）
を
有
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
自
己
制
御
性
を
有
す
る
こ
と
は
原
子
炉
の
安

全
性
に
と
っ
て
基
本
的
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
四

号
機
に
お
い
て
は
定
椿
熱
出
カ
運
転
で
は
反
応
度
フ
ィ
ー
ド
バ
ツ

ク
特
性
は
負
で
あ
る
が
、
定
椿
熱
出
カ
の
約
二
〇
％
以
下
の
低
出

’
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方
時
に
は
、
正
の
ボ
イ
ド
効
果
の
増
大
及
ぴ
ド
ヅ
プ
ラ
効
果
の
滅

少
に
よ
り
、
正
の
反
応
度
フ
ィ
ー
ド
バ
．
ヅ
ク
特
性
を
有
す
る
よ
う

に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
四
号
機
で
は
、
中
性
子
の
減
遠
は
ほ
と
ん

ど
黒
鉛
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
の
で
、
ボ
イ
ド
が
発
生
し
て
も
減

遠
効
率
が
低
く
な
る
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
水
に
よ
る
中
性
子
吸

収
が
減
り
、
核
分
裂
連
鎮
反
応
が
盛
ん
に
な
る
と
い
う
正
の
ボ
イ

ド
効
果
を
示
す
傾
向
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
出
カ
を
一
定
に
保

．
つ
こ
と
が
難
か
し
く
、
暴
走
の
危
険
性
も
あ
る
。
こ
の
た
め
、
こ

の
原
子
炉
の
運
転
規
則
で
は
、
熱
出
カ
七
〇
万
㎜
（
定
格
熱
出
カ

の
約
二
〇
％
）
以
下
で
の
長
時
間
運
転
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
。

　
原
子
炉
の
緊
急
停
止
時
に
は
制
御
棒
が
全
部
で
二
二
本
の
う

ち
軸
方
向
出
カ
制
御
用
の
短
尺
制
御
棒
二
四
本
を
除
い
た
一
八
七

本
が
炉
心
に
自
動
挿
入
さ
れ
る
が
、
そ
の
挿
入
速
度
は
電
源
喪
失

時
の
自
由
落
下
の
場
合
も
含
め
最
大
O
・
四
旦
秒
と
遅
く
、
全

挿
入
ま
で
に
約
一
八
秒
か
か
る
。

　
こ
の
原
子
炉
は
低
出
力
時
に
正
の
反
応
度
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
特

性
を
有
す
る
こ
と
及
ぴ
制
御
棒
挿
入
速
度
が
遅
い
と
い
う
こ
と
に

対
し
て
、
運
転
規
則
で
は
原
子
炉
の
緊
急
停
止
時
に
お
い
て
、
上

述
の
挿
入
速
度
で
も
十
分
原
子
炉
の
緊
急
停
止
が
可
能
に
な
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
そ
の
時
点
に
お
い
て
挿
入
さ
れ
る
全
制
御
棒
に

よ
る
効
果
が
、
制
御
棒
の
性
能
が
最
も
効
果
的
に
発
揮
さ
れ
る
位

置
に
あ
る
制
御
棒
（
炉
心
の
中
央
高
さ
）
に
換
算
し
て
何
本
分
に

相
当
す
る
か
を
示
す
「
反
応
度
操
作
余
裕
」
（
R
B
M
K
型
炉
以

外
の
原
子
炉
に
は
な
い
概
念
）
が
三
〇
本
相
当
以
上
と
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
主
任
技
術
者
が
特
に
認
め
た
場
合
に
限
っ
て
一

五
本
相
当
ま
で
は
例
外
的
に
許
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
下
に
な
っ
た

ら
即
刻
原
子
炉
の
運
転
を
停
止
す
べ
き
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
四
号
機
で
は
、
一
九
八
六
年
四
月
二
五
日
に
保
守
の
た
め
原
子

炉
の
停
止
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
原
子
炉
停
止
の
機
会
に
、

外
部
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
の
回
転
憤
性
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
ど
れ
だ
け
所
内
電
カ
需
要
に
使
え
る
か
を
調
べ
る
実
験

を
行
な
う
こ
と
と
し
、
そ
の
た
め
の
準
備
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。

同
様
の
実
験
は
一
九
八
二
年
及
ぴ
一
九
八
四
年
に
も
同
原
子
カ
発

電
所
で
実
施
さ
れ
た
。
R
B
M
K
型
炉
の
設
計
で
は
、
外
部
電
源

喪
失
時
に
非
常
用
発
電
機
か
ら
電
カ
供
給
を
受
け
る
ま
で
の
間
、

緊
急
炉
心
冷
却
装
置
（
E
C
C
S
）
の
一
部
を
構
成
す
る
ポ
ン
プ

ヘ
の
電
カ
供
給
は
タ
ー
ビ
ン
の
回
転
慣
性
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て

行
な
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
、
こ
の
実
験
は
安
全
系
の
性

能
確
認
試
験
的
な
意
味
あ
い
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
実
験
計

画
は
呉
体
的
な
安
全
対
策
が
十
分
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
承
認
も
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さ
れ
て
い
な
い
ぱ
か
り
か
、
実
験
の
指
導
者
は
原
子
炉
の
専
門
家

で
は
な
く
電
気
技
術
者
で
あ
る
と
い
う
不
備
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
四
月
二
五
日
牛
前
一
時
、
実
験
計
画
に
従
っ
て
運
転
員
は
定
楕

熱
出
カ
（
三
二
〇
万
㎜
）
で
運
転
し
て
い
た
原
子
炉
の
出
カ
低
下

を
開
始
し
た
。
二
二
時
五
分
、
出
カ
が
定
格
出
カ
の
半
分
の
一
六

〇
万
㎜
と
な
り
、
四
号
機
に
二
基
あ
る
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
の
う
ち

の
一
基
（
第
七
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
）
が
解
列
さ
れ
、
所
内
負
荷
の

一
部
は
残
り
の
第
八
タ
ー
ピ
ン
発
電
機
に
切
り
替
え
ら
れ
た
。
一

四
時
、
実
験
計
画
に
従
っ
て
運
転
員
は
E
C
C
S
を
バ
イ
パ
ス
し

た
。
実
験
計
画
で
は
出
カ
低
下
を
そ
の
ま
ま
続
け
出
カ
七
〇
万
～

一
〇
〇
万
㎜
…
で
実
験
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
他
の
地

域
か
ら
の
電
カ
供
給
の
要
講
に
よ
り
そ
の
後
約
九
時
間
に
わ
た
っ

て
ニ
ハ
O
万
㎜
運
転
が
続
き
、
こ
の
間
、
E
C
C
S
は
運
転
規
則

に
違
反
し
て
長
時
間
バ
イ
バ
ス
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　
二
三
時
一
〇
分
、
運
転
員
は
ニ
ハ
○
万
㎜
よ
り
出
カ
低
下
を
再

開
し
た
。
運
転
員
は
低
出
カ
時
の
運
転
規
則
に
従
っ
て
局
所
自
動

制
御
系
（
L
A
C
）
か
ら
平
均
出
カ
の
自
動
制
御
系
（
A
C
）
に

切
り
替
え
た
と
こ
ろ
、
A
C
の
設
定
値
を
リ
セ
ヅ
ト
し
て
い
な
か

っ
た
た
め
出
カ
は
急
激
に
低
下
し
始
め
た
。
運
転
員
が
手
動
操
作

で
出
カ
を
謂
整
し
た
が
、
出
カ
は
予
定
出
カ
よ
り
も
犬
幅
に
低
い

三
万
㎜
以
下
に
ま
で
低
下
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
、
運
転
員

は
制
御
棒
を
手
動
で
引
き
抜
き
出
カ
の
上
昇
に
努
カ
し
た
。
そ
の

結
果
四
月
二
六
日
一
時
に
な
っ
て
よ
う
や
く
出
カ
を
二
〇
万
㎜
に

維
持
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
こ
の
間
、
核
分
裂
違
鎖
反
応

を
妨
げ
る
キ
セ
ノ
ン
が
炉
内
で
増
加
し
て
お
り
、
二
〇
万
㎜
ま
で

出
カ
を
上
昇
さ
せ
る
の
が
精
一
杯
で
、
そ
れ
以
上
の
出
カ
上
昇
は

困
難
な
状
況
で
あ
っ
た
。

　
七
〇
万
㎜
以
下
の
長
時
間
運
転
は
運
転
規
則
に
違
反
し
て
い
た

が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
実
験
の
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。
七
〇

万
～
一
〇
〇
万
㎜
の
状
態
の
実
験
計
画
に
従
い
、
一
時
三
分
及
び

七
分
に
、
既
に
作
動
し
て
い
た
六
台
の
主
循
環
ポ
ン
プ
（
各
ル
ー
ー

プ
三
台
ず
つ
）
に
加
え
て
さ
ら
に
各
ル
ー
プ
一
台
、
計
二
台
の
ポ

ン
プ
を
起
動
さ
せ
、
規
定
流
量
を
超
え
る
流
量
を
循
環
さ
せ
た
。

そ
の
緒
果
、
冷
却
材
流
量
が
過
大
と
な
り
、
ボ
イ
ド
が
減
少
す
る

と
と
も
に
気
水
分
離
器
内
の
蒸
気
圧
カ
が
低
下
し
気
水
分
離
器
の

水
位
が
低
下
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
、
気
水
分
離
器
の
水

位
と
蒸
気
圧
カ
に
関
す
る
原
予
炉
緊
急
停
止
信
号
に
よ
り
原
子
炉

が
停
止
し
て
し
ま
う
。
こ
の
た
め
、
一
時
一
九
分
、
運
転
員
は
実

験
を
行
な
う
た
め
に
同
信
号
を
バ
イ
バ
ス
し
た
。

　
運
転
員
は
気
水
分
離
器
の
水
位
回
復
の
た
め
給
水
流
量
を
さ
ら

●



●

（5）　チェルノブイリ事故とその影響

に
増
加
し
、
三
〇
秒
後
に
は
給
水
流
量
は
そ
れ
ま
で
の
三
倍
と
な

っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
気
水
分
離
器
か
ら
低
温
の
冷
却
水
が
炉
心
に

流
入
し
た
た
め
、
ボ
イ
ド
が
減
少
し
炉
の
出
カ
が
更
に
低
下
し
た
。

出
カ
維
持
の
た
め
に
自
動
調
整
制
御
棒
が
上
隈
停
止
位
置
ま
で
上

昇
し
た
。
そ
の
た
め
、
運
転
員
は
手
動
調
整
制
御
棒
を
引
き
抜
く

こ
と
に
よ
っ
て
出
カ
を
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
こ

の
結
果
、
反
応
度
操
作
余
裕
が
低
下
し
た
。

　
一
時
一
九
分
五
八
秒
、
運
転
員
は
気
水
分
離
器
の
蒸
気
圧
低
下

を
防
止
す
る
た
め
復
水
器
へ
の
蒸
気
弁
を
閉
じ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

気
水
分
離
器
内
の
圧
カ
低
下
は
弱
ま
っ
た
。

　
気
水
分
離
器
の
水
位
が
上
昇
し
て
き
た
た
め
、
一
時
二
二
分
頃
、

運
転
員
は
給
水
流
量
を
急
減
さ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
原
子
炉
入

口
で
の
冷
却
材
温
度
は
上
昇
し
、
炉
心
金
体
で
ボ
イ
ド
が
発
生
し

や
す
い
状
態
に
な
っ
た
。
炉
心
に
ボ
イ
ド
が
発
生
し
反
応
度
が
増

加
し
た
た
め
、
自
動
調
整
制
御
棒
が
入
り
始
め
た
。
一
時
二
二
分

三
〇
秒
、
運
転
員
は
反
応
度
操
作
余
裕
が
運
転
規
則
で
定
め
ら
れ

て
い
る
最
小
値
（
三
〇
本
分
相
当
）
の
半
分
（
一
五
本
分
相
当
ま

で
は
主
任
技
術
者
の
判
断
で
運
転
可
能
）
以
下
の
六
～
八
本
相
当

に
な
っ
て
お
り
、
原
子
炉
を
緊
急
停
止
す
ぺ
き
状
態
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
発
見
し
た
が
停
止
し
な
か
っ
た
。

　
一
時
二
三
分
、
原
子
炉
は
出
カ
ニ
○
万
w
の
運
転
状
態
に
あ
り
、

原
子
炉
の
諸
パ
ラ
メ
ド
タ
値
は
一
見
安
定
し
た
状
態
に
あ
っ
た
の

で
実
験
の
開
始
を
決
意
し
た
。
し
か
し
、
実
際
は
前
述
の
通
り
、

原
子
炉
は
危
険
な
状
態
に
な
っ
て
い
た
。

　
実
験
に
先
立
ち
、
運
転
員
は
二
台
の
タ
ー
ピ
ン
発
電
機
停
止
に

よ
る
原
子
炉
緊
急
停
止
信
号
を
バ
イ
パ
ス
し
た
。
こ
れ
は
、
最
初

の
実
験
が
不
成
功
の
場
合
、
速
や
か
に
再
実
験
が
で
き
る
こ
と
を

意
図
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
運
転
規
則
だ
け
で
な
く
実
験
計
画
に

も
違
反
し
て
い
た
。

　
実
験
開
始
後
、
タ
ー
ビ
ン
ヘ
の
蒸
気
流
が
絶
た
れ
た
た
め
第
八

タ
ー
ビ
ン
発
電
機
が
憤
性
運
転
に
入
り
、
こ
の
発
電
機
に
接
続
し

て
い
た
四
台
の
主
循
環
ポ
ン
プ
が
急
遠
に
回
転
遠
度
を
落
し
、
こ

の
た
め
炉
心
流
量
が
減
少
し
始
め
た
。
同
時
に
、
第
八
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
に
接
続
し
て
い
る
給
水
ポ
ン
プ
の
回
転
遠
度
も
落
ち
た
た

め
給
水
流
量
が
減
少
し
、
そ
れ
に
伴
い
冷
却
材
の
温
度
が
上
昇
し

た
。
そ
の
結
果
、
炉
心
で
の
ボ
ィ
ド
が
増
加
し
出
カ
が
上
昇
し
始

め
た
。

　
一
時
二
三
分
四
〇
秒
、
こ
れ
に
気
づ
い
た
現
場
の
責
任
者
が
原

子
炉
の
緊
急
停
止
を
命
じ
、
原
子
炉
緊
急
停
止
用
ボ
タ
ン
が
押
さ

れ
た
が
、
制
御
棒
の
挿
入
速
度
が
遅
く
（
制
御
棒
は
そ
れ
が
効
き
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表1運転員によって行われた規則違反

No． 違 反 鋤機又は誘因 結 果

反応度操作余禍が Xe（キセノン〕オー 炉の累急保護シス

許される値よリも パーライド対策。 テムが有効でなく

① 著しく少なかった。 なった。

（運転員はこれに
気付いたが無視。〕

出力が実験計画で 局部自鋤制御を切 炉は制御困難な状

想定されているも つた際のオペレー 態に蚕った。
②

のより低かった。 タのミス。

（20万㎞に維持。）
’

持機申の主循環ポ 実験プログラムを 主循環回路の冷却

ンプを迦1口起動さ 実施するため。 材の温度が飽和温

③ せることにより， 度に近くなった。

主循環流量を規定

値以上にした。
‘

2基のタービン発 実験を繰リ返す必 炉の菌動停止の可

電機の停止信号に 要があるかもしれ 能性を炎った。

④ 基づいた炉の保誰 ないと考えたため目

信号をパイパスし
た。

気水分離器内の水 炉が不安定な状態 熱パラメータによ

位レペルと蒸気圧 でも実験を遂行し る保護慣号はすぺ
⑤ に関する保護信号 ようとした。 てバイバスされた。

をパイパスした。

最大の怒定事故を 実験を遂行中にE 事故の規模を小さ

保護するシステム C　C　Sの誤作動を くする可能性を失
⑥

（ECCS）が切リ離 さけるだめ。 つた。

された。

始
め
る
ま
で
に
約
六
秒
を
要
す
る
配
置
に
あ
っ
た
と
ソ
連
で
は
推

定
し
て
い
る
）
、
下
端
に
達
し
て
い
な
い
制
御
棒
の
停
止
が
見
受

け
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
、
運
転
員
は
、
自
動
で
制
御
棒
が
落
下
す

る
よ
う
サ
ー
ボ
・
ユ
ニ
ッ
ト
の
ク
ラ
ッ
チ
を
解
除
し
た
が
、
出
力

は
更
に
上
昇
を
続
け
、
一
時
二
三
分
四
四
秒
に
は
、
定
楕
出
カ
の

約
一
〇
〇
倍
に
な
っ
た
。

（ソ連報皆書よリ〕

　
炉
心
で
の
反
応
度
が
増
加
し
出
カ

が
増
大
す
る
と
と
も
に
、
燃
料
チ
ャ

ン
ネ
ル
で
の
冷
却
材
流
量
が
減
少
し

続
け
た
。
こ
の
た
め
、
冷
却
材
の
激

し
い
沸
騰
、
燃
料
の
過
熱
、
燃
料
の

損
傷
、
破
損
し
た
燃
料
粒
子
に
よ
る

冷
却
材
の
急
激
な
沸
騰
と
そ
れ
に
伴

な
う
圧
カ
管
の
急
激
な
圧
カ
上
昇
が

お
こ
り
圧
カ
管
は
破
損
し
、
一
時
二

四
分
頃
、
二
～
三
秒
の
間
隔
を
お
い

て
爆
発
が
二
回
発
生
し
た
。
ま
た
、

爆
発
に
よ
り
原
子
炉
と
建
物
構
造
物

の
一
部
が
破
壊
さ
れ
、
破
損
し
た
黒

鉛
及
び
燃
料
の
一
部
が
微
粒
子
の
状

態
と
な
っ
て
炉
外
へ
飛
散
し
、
多
量
の
核
分
裂
生
成
物
が
環
境
へ

放
出
さ
れ
た
。

　
今
回
の
事
故
は
、
原
子
炉
の
出
カ
が
制
御
範
囲
を
遭
え
て
急
上

昇
す
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
反
応
度
事
故
で
あ
る
。
ソ
連
報
告
書
に

よ
れ
ば
、
今
回
の
事
故
は
第
一
義
的
な
原
因
と
し
て
、
運
転
貝
に

よ
っ
て
行
な
わ
た
六
項
目
の
規
則
違
反
が
重
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
，
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と
し
て
い
る
（
表
1
）
。

　
六
項
目
の
規
則
違
反
に
つ
い
て
は
、
事
故
に
対
す
る
寄
与
度
に

お
い
て
自
ら
軽
重
の
差
が
あ
る
。
事
故
調
査
委
員
会
の
検
討
結
果
。

に
よ
れ
ぱ
、
こ
れ
ら
六
項
目
の
う
ち
、
1
、
反
応
度
操
作
余
裕
の

減
少
、
2
、
低
出
カ
時
に
お
け
る
実
験
、
3
、
主
循
環
流
量
の
増

加
が
今
回
の
反
応
度
事
故
の
条
件
を
用
意
し
た
上
で
重
要
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
制
御
棒
の
ほ
と
ん
ど
が
炉
心
の
上

方
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
反
応
度
操
作
余
裕
が
許
さ
れ
る
値
よ
り
著

る
し
く
少
な
く
な
っ
た
結
果
、
原
子
炉
の
緊
急
停
止
能
カ
が
低
下

し
た
こ
と
、
出
カ
が
実
験
計
画
で
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
よ
り
低

く
な
っ
た
結
果
、
反
応
度
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
効
果
が
正
と
な
っ
た

こ
と
、
待
機
中
の
主
循
環
ポ
ン
プ
を
追
起
動
さ
ぜ
る
こ
と
に
よ
り
、

主
循
環
流
量
を
規
定
以
上
に
し
た
結
果
、
圧
カ
が
低
下
し
、
そ
の

後
給
水
流
量
を
急
減
さ
せ
た
た
め
冷
却
材
の
温
度
が
上
昇
し
、
冷

却
材
の
状
態
が
飽
和
状
態
に
近
く
な
り
炉
心
全
体
で
ボ
イ
ド
が
発

生
し
や
す
い
状
態
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
1
～
3
の
規
則
違

反
に
よ
り
、
炉
の
状
態
は
反
応
度
事
故
の
発
生
し
や
す
い
状
態
と

な
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
4
の
違
反
で
あ
る
タ
ー
ビ
ン
ニ
基
の
停
止
に
基
づ
く
原
子
炉
緊

急
停
止
信
号
の
バ
イ
バ
ス
は
、
こ
れ
が
行
な
わ
れ
て
い
な
け
れ
ぱ

実
験
開
始
後
に
お
い
て
も
原
子
炉
を
緊
急
停
止
す
る
こ
と
に
よ
り

事
故
の
発
生
を
防
止
し
得
た
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
意
味
に
お
い

て
、
初
め
の
三
項
目
に
つ
ぐ
重
要
性
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

5
及
び
6
の
規
則
違
反
は
、
重
大
な
規
則
違
反
で
は
あ
る
が
、
今

回
の
事
故
が
反
応
度
事
故
で
あ
る
た
め
、
そ
の
進
展
が
早
か
っ
た

こ
と
を
考
え
る
と
そ
の
発
生
防
止
や
拡
大
防
止
に
ど
れ
だ
け
寄
与

し
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。

　
六
項
目
の
規
則
違
反
が
行
な
わ
れ
た
背
景
に
は
、
事
故
の
発
端

と
な
っ
た
特
殊
な
実
験
を
遂
行
し
よ
う
と
す
る
強
い
動
機
が
感
じ

ら
れ
る
。
通
常
運
転
と
は
異
な
る
特
殊
な
実
験
は
本
来
慎
重
に
進

め
る
べ
き
性
楕
の
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
実
験
の
指
導
者
が
原
子

炉
の
専
門
家
で
は
な
く
電
気
技
術
者
で
あ
っ
た
こ
と
、
具
体
的
な

安
全
対
策
が
十
分
に
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
実
験
現
場
の
判
断
に
委

ね
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
実
験
計
画
が
承
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
等
実
験
計
画
が
不
備
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
故
の
原
因
と
し
て
取

り
あ
げ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
炉
が
低
出
カ
で
極
め
て
不
安
定

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
験
を
強
行
し
た
こ
と
等
炉
の
安
全

確
保
よ
り
実
験
の
遂
行
を
優
先
す
る
よ
う
な
考
え
方
も
問
題
と
な

さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
今
回
の
事
故
を
防
止
で
き
な
か
っ
た
背
景
に
は
、
炉
の
設
計
上
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の
間
題
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
炉
は
低
出
カ
時
に
正
の

反
応
度
フ
ィ
ー
ド
バ
ヅ
ク
特
性
を
有
す
る
上
、
制
御
棒
の
挿
入
速

度
が
緩
慢
で
あ
る
と
い
う
特
性
も
有
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
対
策

と
し
て
運
転
規
則
で
反
応
度
操
作
余
裕
に
つ
い
て
特
別
の
規
定
を

定
め
て
い
た
。
し
か
し
、
制
御
棒
引
抜
き
に
関
す
る
誤
操
作
等
を

防
止
す
る
た
め
の
適
切
な
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
を
設
置
す
る
等
、
設

計
面
で
の
配
慮
が
十
分
で
な
く
、
運
転
員
の
操
作
に
依
存
し
す
ぎ

て
い
た
こ
と
が
今
回
の
規
則
違
反
を
起
こ
し
、
事
故
を
防
止
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ソ
連
は
、
事
故
の
経
過
、
原
因
等
を
分
析
し
、
今
回
の
よ
う
な

事
故
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
R
B
M
K
型
原
子
炉
の
安
全
性
向

上
を
目
的
と
し
た
次
下
の
よ
う
な
設
計
上
の
安
全
対
策
と
管
理
運

転
上
の
安
全
対
策
を
発
表
し
た
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
1
、
運
転

員
が
制
御
棒
を
引
き
抜
こ
う
と
し
て
も
、
す
ぺ
て
の
制
御
棒
が
炉

心
の
上
端
か
ら
下
方
一
・
二
m
の
位
置
よ
り
上
側
に
引
き
抜
け
な

い
よ
う
な
機
構
に
し
て
緊
急
停
止
効
果
を
高
め
る
、
2
、
ど
の
よ

う
な
状
況
に
対
し
て
も
緊
急
停
止
を
確
実
に
行
な
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
反
応
度
操
作
余
裕
を
三
〇
本
相
当
か
ら
八
O
本
相
当

に
増
加
さ
せ
る
、
ま
た
、
将
来
的
に
は
ウ
ラ
ン
濃
縮
度
を
約
二
％

か
ら
約
二
・
四
％
に
増
加
さ
せ
反
応
度
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
特
性
を

改
善
す
る
、
3
、
主
循
環
ポ
ン
プ
キ
ャ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
余
裕
の
指

示
計
を
設
置
し
て
、
ポ
ン
プ
キ
ャ
ピ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
炉
心

に
急
激
な
ボ
イ
ド
発
生
が
お
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
、
4
、
原
子

炉
緊
急
停
止
信
号
を
伴
う
反
応
度
操
作
余
裕
計
算
シ
ス
テ
ム
を
設

置
し
、
反
応
度
操
作
余
裕
が
規
定
値
よ
り
も
低
下
す
る
場
合
に
は

炉
が
自
動
的
に
緊
急
停
止
す
る
よ
う
に
す
る
、
5
、
原
子
炉
緊
急

停
止
設
備
を
改
善
し
、
現
在
は
全
挿
入
ま
で
約
一
八
秒
か
か
る
が

こ
れ
を
一
～
二
秒
に
す
る
、
ま
た
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
1
、
運

転
員
の
質
的
向
上
の
た
め
の
組
織
の
強
化
、
2
、
運
転
員
の
作
業

規
律
の
強
化
、
3
、
パ
イ
バ
ス
時
に
お
け
る
鍵
管
理
の
徹
底
を
図

　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

三
　
　
事
故
の
影
響

　
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
で
は
、
炉
心
破
壊
、
黒
鉛
火
災
が
発
生

し
、
專
故
発
生
後
一
〇
日
経
過
し
放
射
性
物
質
の
放
出
が
ほ
ぽ
終

了
し
た
五
月
六
日
の
時
点
で
半
減
期
補
正
を
行
な
っ
た
値
で
希
ガ

ス
約
五
、
O
O
O
万
キ
ュ
リ
ー
及
び
そ
れ
以
外
の
放
射
性
物
質
約

五
、
○
○
O
万
キ
ュ
プ
ー
と
い
う
大
量
の
放
射
性
物
質
が
大
気
中

に
放
出
さ
れ
た
。
こ
の
事
故
に
よ
り
、
職
員
及
ぴ
緊
急
時
要
員
二

〇
三
名
が
急
性
放
射
線
障
害
と
診
断
さ
れ
た
。
死
者
は
、
八
月
二



．
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表2　各国の放射能対策

凡例：O＝実施；△≡一部案施

防災塘置
西ド フラ イギ オース スウェ フイン ポーラ

イツ ンス リス トリア 一テン ランド ンド
チェコ 　．ユーコ 米国

外出など
＊戸外に出ない △
＊子供を砂場で遊ぱせない

O
O O

牛乳一■

＊摂取制隈 O O △
＊乳牛に生草を与えない

O △ △O O △

雨水
○

＊欽まない △
＊乳牛に与えない

O ○ ○ ○
○

生鮮野莱
O

＊食ぺない △ △
＊洗って食ぺる

O O ○ △
○ O

ヨウ素剤
○

ホ服用する O
食料品輸入
＊ソ巡から禁止 O O
＊東欧から禁止

O O
O O O △

旅行老
＊ソ違・楓へ旅行しない

＊ソ連・東欧からの ○
O O

帰国者を校壷
O ○ ○

EC藷国、5／1ト31まで 5／〃。

〔措 置〕 ソ連・束欧瀦国からの食 国施食 5／12

料品翰入を制眼
品の流
鋤岬蝶 解除

一
日
現
在
急
性
放
射
線
障
害
に
よ
る
も
の
二
九
名
、
重
度
の

火
傷
に
よ
る
も
の
一
名
、
行
方
不
明
一
名
計
三
一
名
に
達
し

て
お
り
、
こ
の
ほ
か
三
名
の
重
体
患
者
が
い
る
と
報
じ
ら
れ

た
。
さ
ら
に
、
犬
気
中
に
放
出
さ
れ
た
大
量
の
放
射
性
物
質

は
国
境
を
越
え
て
多
く
の
国
に
影
響
を
与
え
た
。
特
に
ヨ
ー

ロ
ヅ
バ
を
中
心
に
し
た
広
範
な
地
域
で
農
産
物
に
放
射
能
汚

染
が
検
出
さ
れ
、
一
都
の
国
に
お
い
て
は
、
食
料
品
、
飲
料

水
、
牛
乳
の
摂
取
制
隈
、
野
菜
や
肉
類
等
の
市
場
出
荷
制
限
、

牛
の
牧
草
供
与
及
ぴ
放
牧
制
隈
、
放
射
能
汚
染
食
料
品
等
の

輸
入
制
限
、
車
両
及
ぴ
船
舶
の
検
査
、
海
外
旅
行
者
対
策
、

子
供
の
外
出
制
限
等
さ
ま
ざ
ま
な
放
射
能
対
策
が
講
じ
ら
れ

た
（
表
2
）
。

　
さ
き
の
一
九
七
九
年
三
月
二
八
日
に
発
生
し
た
米
国
の
ス

リ
ー
マ
イ
ル
島
原
子
カ
発
電
所
二
号
機
の
事
故
の
場
合
に
も

原
子
炉
の
炉
心
が
都
分
的
に
損
傷
し
、
放
射
性
物
質
が
環
境

に
放
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
大
部
分
は
原
子
炉
格
納
容
器
に
よ

っ
て
保
持
さ
れ
放
出
量
は
希
ガ
ス
約
二
五
〇
万
キ
ュ
リ
ー
及

ぴ
ヨ
ウ
素
二
一
二
約
一
五
キ
ュ
リ
ー
と
評
価
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
比
較
す
る
と
今
回
の
事
故
は
放
出
の
規
模
に
お
い
て
極

め
て
犬
き
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
多
数
の
死
傷
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者
を
出
し
、
世
界
的
規
模
で
放
射
能
汚
染
が
拡
大
し
た
こ
と
な
ど
、

そ
の
被
害
状
況
は
原
子
カ
発
電
史
上
最
悪
の
も
の
と
な
り
、
国
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

社
会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　
今
回
の
事
故
で
は
、
そ
の
影
響
が
当
事
国
で
あ
る
ソ
連
以
外
に

も
及
ぴ
、
さ
ら
に
、
初
期
の
段
階
で
は
ソ
連
か
ら
の
事
故
情
報
の

通
報
が
遅
れ
た
こ
と
か
ら
、
原
子
カ
に
関
す
る
緊
急
事
態
も
し
く

は
事
故
に
つ
い
て
情
報
を
迅
速
に
提
供
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
改

め
て
認
識
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
事
故
発
生
直
後
の
東
京
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
主
要
先
進
国
首
脳
会
議
で
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
原

子
カ
に
関
す
る
緊
急
事
態
も
し
く
は
事
故
に
際
し
て
報
告
及
ぴ
情

報
交
換
を
義
務
づ
け
る
国
際
協
定
の
早
期
作
成
を
求
め
る
「
チ
ニ

ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
カ
事
故
の
諸
影
響
に
関
す
る
声
明
」
が
五
月
五

日
発
表
さ
れ
た
。

　
こ
の
声
明
で
は
、
原
子
カ
の
重
要
性
を
確
認
し
つ
つ
、
こ
の
分

野
に
お
け
る
安
全
性
の
確
保
が
原
子
カ
利
用
国
の
国
際
的
。
責
任
で

あ
る
こ
と
を
述
べ
、
ソ
連
政
府
に
対
し
て
今
回
の
事
故
に
関
す
る

情
報
を
緊
急
に
提
供
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
と
と
も
に
、
原
子
カ

施
設
の
安
全
性
、
原
子
カ
事
故
と
そ
の
結
果
へ
の
対
処
及
ぴ
相
互

緊
急
援
助
の
供
与
に
関
す
る
I
A
E
A
の
作
業
を
歓
迎
、
奨
励
し
、

原
子
カ
緊
急
事
態
も
し
く
は
事
故
に
際
し
て
報
告
、
惰
報
交
換
を

義
務
づ
け
る
国
際
協
定
の
早
期
作
成
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

　
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
重
大
性
に
鑑
み
、
世
界
各
国
は
原
子

カ
事
故
に
関
す
る
国
際
協
定
の
作
成
作
業
に
取
り
組
み
、
そ
の
条

約
草
案
は
I
A
E
A
理
事
会
に
諮
ら
れ
た
上
、
九
月
二
六
圓
の
エ

A
E
A
特
別
総
会
で
正
式
に
採
択
さ
れ
た
。
採
択
さ
れ
た
二
条
約

の
一
方
は
、
「
原
子
カ
事
故
の
早
期
通
報
に
関
す
る
条
約
」
（
早
期

通
報
条
約
）
で
あ
り
、
本
条
約
は
、
国
境
を
越
え
て
影
響
を
及
ぽ

し
得
る
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
、
条
約
締
結
国
に
対
し
事
故
の

早
期
通
報
と
関
連
情
報
の
提
供
を
義
務
づ
け
る
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
に
よ
り
関
係
各
国
が
所
要
の
措
置
を
迅
速
に
と
る
こ
と
が
で
き
、

事
故
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
も
う
一
方
の
条
約
は
、
「
原
子
カ
事
故
又
は
放
射
線
緊
急
事
態

に
お
け
る
援
助
に
関
す
る
条
約
」
（
相
互
援
助
条
約
）
で
あ
り
、

本
条
約
は
、
相
互
援
助
に
関
す
る
二
国
間
及
ぴ
多
国
間
協
定
の
有

用
性
、
I
A
E
A
の
関
連
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
活
動
に
触
れ
た
上

で
、
緊
急
事
態
に
お
い
て
被
害
を
最
小
隈
に
抑
え
る
た
め
の
国
際

的
な
枠
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
締
結
国
に
対
し
放

射
性
物
質
の
放
出
に
よ
る
被
害
を
最
小
隈
に
と
ど
め
る
た
め
、
原
．

子
カ
事
故
又
は
放
射
線
緊
急
事
態
に
際
し
て
行
な
う
種
々
の
協
カ

10
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に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
前
者
に
つ
い
て
は
一
九
八
六
年
一
〇
月
二
七
日
、
後
者
に
つ
い

て
は
一
九
八
七
年
二
月
二
六
日
い
ず
れ
も
多
数
の
国
々
の
締
結
に

　
　
　
　
　
　
　
＾
4
〕

よ
っ
て
発
効
し
て
い
る
。

　
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
カ
発
電
所
事
故
は
、
国
際
社
会
に
犬
き

な
衝
撃
を
与
え
、
原
子
力
発
電
に
対
す
る
人
々
の
信
頼
を
揺
が
し

た
。
各
国
の
原
子
カ
政
策
は
、
そ
の
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
や

国
内
資
源
の
状
況
等
国
情
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
こ
の
事
故
の
影

響
を
う
け
、
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
諸
国
で
は
原
子
カ
発
電
反
対
運
動
が
再

ぴ
活
発
化
す
る
気
配
を
み
せ
、
原
子
カ
発
電
所
の
増
設
を
計
画
し

て
い
た
国
の
一
部
で
は
そ
の
計
画
に
一
時
遅
れ
を
生
ず
る
様
相
を

呈
し
た
と
こ
ろ
も
生
じ
た
が
、
世
界
の
原
子
カ
発
電
は
電
源
の
重

要
な
柱
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
は
変
り
は

　
　
　
＾
5
〕

な
い
（
表
3
）
。

　
一
九
八
六
年
に
開
鎖
さ
れ
た
原
子
炉
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
四

号
基
だ
け
で
あ
っ
た
。
米
国
で
は
建
設
中
の
原
子
炉
二
基
が
廃
棄

さ
れ
、
フ
ィ
リ
ビ
ン
で
帖
建
設
中
の
発
電
所
の
作
業
が
中
止
さ
れ

た
が
、
こ
れ
ら
の
決
定
は
今
回
の
事
故
に
関
係
し
た
も
の
で
は
な

い
。
ソ
連
と
東
欧
の
コ
メ
コ
ン
諸
国
で
の
原
子
カ
発
電
計
画
は
、

事
故
に
も
か
㌧
わ
ら
ず
ソ
連
は
原
予
力
開
発
を
今
ま
で
通
り
推
進

す
る
と
表
明
し
て
お
り
、
一
九
八
六
年
一
一
月
の
コ
メ
コ
ン
会
議

で
、
ソ
連
を
含
む
コ
メ
コ
ン
諸
国
の
原
子
カ
発
電
を
能
カ
を
二
〇

〇
〇
年
ま
で
に
数
倍
に
増
強
す
る
と
発
表
し
た
が
、
事
故
炉
と
同

型
の
R
B
M
K
型
炉
の
発
電
所
の
新
規
建
設
は
見
合
わ
せ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
東
欧
諸
国
で
は
諸
物
個
の
高
騰
に
加
え
て
、
事
故
の

影
響
で
原
子
カ
発
電
所
の
建
設
に
遅
れ
の
目
立
っ
て
い
る
国
が
多

く
、
ま
た
西
側
の
原
子
炉
へ
移
行
す
る
動
き
も
出
て
い
る
。
原
子

カ
発
電
計
画
の
な
い
一
部
の
国
々
、
と
く
に
デ
ン
マ
ー
ク
と
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
は
反
原
子
カ
発
電
姿
勢
を
示
t
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で

は
、
完
成
し
た
が
稼
働
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
原
子
炉
が
解
体
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
チ
ュ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
に
よ
り
原
子
カ
か
ら

完
全
に
撤
退
す
る
こ
と
を
決
め
た
唯
一
の
国
と
な
っ
た
。
フ
ィ
ン

．
ラ
ン
ド
と
オ
ラ
ン
ダ
で
は
新
規
発
電
所
発
注
の
決
定
が
少
く
と
も

数
年
間
先
送
り
さ
れ
た
。
イ
タ
リ
ア
と
ス
イ
ス
で
は
、
新
規
の
原

子
カ
発
電
所
建
設
に
対
し
て
ぱ
か
り
で
な
く
、
既
存
の
原
子
カ
発

電
所
の
操
業
継
続
に
対
し
て
も
強
硬
な
反
対
が
お
こ
っ
て
い
る
。

日
本
、
フ
ヲ
ン
ス
、
米
国
で
は
原
子
カ
発
電
の
容
量
の
予
測
値
を

下
方
修
正
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
事
故
に
起
因
し
て
い
る
か
ら

で
は
な
く
、
需
要
予
測
値
の
低
下
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。

　
原
子
カ
平
和
利
用
に
お
い
て
は
安
全
確
認
が
第
一
で
あ
る
こ
と

11
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表3　各国・地域の原子力発電の開発状況

国　名

地域名

米　　国

7ランス

ソ　　連

現救（1987．6．30現在〕

と当面の計画（万KW）

運転中100基9，082

建設中　25基2，968

計一画中　2基　　239

計　127基12，289

運転中一48基4，574

鍾設中1．827　14基

計画中　4基　569

計　66基6，g70

運転中47基3，125

麹設中34基3，406

計画中　20塞2，O00

計　m基8，531

総発電電力量
1二占める原子
カの割合（％）

16．6

69．8

11．0

原子力発電を敢リ巻く状況

・米政府は，石滴依存度の低減及び
省エネルギーの推進をエネルギー
政策の圭目標に置き，原子力及ぴ
石炭開発並ぴに省エネルギー対策
を進めている。

・チェルノブイリ事故後、原子力規
制委貝会は特別作葉部会を設置し．
事故調査及ぴ米国の規制蕎十醐二
とって必要な措置の検討を行い．
1987年2月、「事葵調査報告モ聾」

を発表し，現在の規制の変更・強
化ほ必要ないことを明らかにし
たo

・仏政府は．原子カ開発と省エネル
キーの推遼をエネルギー政策の圭

　圓標としているo
・仏国1二おいては．多くの原子炉が
運転申であるが，ソ連の炉とは．
設計恩想、炉の自動安全対策筆が
異なることから．事故との関巡で
直ちに国内の炉に措置を講ずる必
要はないとしている。

・原子カ安全に関する憎報を国尉二
適切に伝えることを目的として．
原子カ安全最高会灘（CSSN）の役
割を拡犬し，原子カ安全憎穀扱高
会蔽（CSSIN〕と改組した。

・1986年3月の党大会で第12次5力
年計圃（1986，90年〕が採択され，
原子力を5ヵ年閥に衝力量で2．3倍
にする目標が姻げられた。チェル
ノブイリ塾故後の19ε6隼6月に行
われたソ連最高会駿（国会〕てほ、
この原子カ言十函の目標数値は変更
されることなく，酎一画法として採
択された。

・1986隼7月，原子カ発電省が設置
された。

・1986年幕に，事故炉と同型の
RBMK炉については、新規の建設
は見合わせる、との新方針が打ち
出された。

12
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西　　独 ・ユ986年6月。環塊・自然保護・原
子炉安全省が設置された。

・連邦経済省は，1986年9月．新し

運転中　18基1，861
いエネルギー報告暫を出し、「原
子力発電は短・中期的に廃は止す

建設中　5塞　562 ることはできない。」との見解を

29．4
示した。

計画中　9基1，209 ・1987年1月の連邦識金選挙の緒
果，現与党のキリスト教民主・杜

計　　32基3，632 会同盟（CDU／CSU），膚民党（FD・

P）が引き統き政椛を維持するこ
ととなったことから。従来の原子
力政策が継続されるものと見込ま
れる。

英　　国 ・労働党が反原発の姿勢を強める一
方．政府及び与党保守覚は．むし
ろ原子力をさらに推進する方向に

運転申　38基1，275
ある。

・1987年3月，政府ほ，国内初のPWR
蓮設中　5基　382 18．4 であるサイズウェルBの建設を承

認した。今後続いて一違のPWR
静　　43塞1，657 を発注する予定。

・1987年6月に行なわれた総選挙で，
保守党政権が再選されたことから，
従来の原子力政策が継統されるも
のと見込まれる。

カナダ ・輸入石油に対する依存軽減と総合
運転中17基1，190 的なエネルギー自給の確立をエネ

建設中　5塞　461
ルギー政策の基本方針とし，石油

14．7 から，石炭，原子カヘ移行するこ

計　22基1，650
とを目指している。

・チェルノブイリ嬰故による原子力
政策見直しの鋤きはない。

スウニi ・1980年の国民投票により．発電用
デン 原子炉を12基に限定し，最後の原

運転中　ユ2塞1，O02 子炉が耐用期限をむかえるとされ

50，4 る2010年までに発冗用原子炉を廃

計　　12基1，002 止する方針を決定した。

・1987年5月，政府は雛会に2基の
発電用原子炉魔止の実施書十画（法
案）を擬出し，現在審識中。

スペイン
運転中　8基　582一

・1981年末に改定された国家エネル
ギー計画では，石油依存度の減少

建設中　6基　583 と，これにかわる原予カ，石炭の

計画中　4基　404
29．1 シェアの拡犬を基本方針としてい

る。　　　　　　　　　　．

・政府は1986年に，国家エネルギー
喬十　18塞1，569 計画を見直す予定であったが，現

在もその作業を進めている。

13
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韓・　国
運転巾　7基　572

・脱石油をエネルギー政策の塾本方
針とし，石油代替エネルギーの中

建設中　2基　19σ 心として原子カを位置付け，今世

言f画中　2基　190
43．8 紀末には原子力発電設備容量の割

合を約40％とする計画である。

計　　11基　952

スイス 1979年及び1984年に原子力開発．に

関して，圧眠投票を行ったが，い
ずれも原子力開発推遮を支持し
た。

運転中　5基　308
・チェルノプイリ事故後．反原発運

計画中　2基　225． 38．1

　動が再熱・拡大し，「向こう1O年1刮，．．』　原子カ発皿所の増註を禁止し，そ

の間にエネルギ」計画を見直す」

言十　　7基　533
ことを求める運鋤に発展した。

・1986年10月，下院は原子カ廃止案
を否決。」二院は政府による間趣検
討と対策案を求める動機を採扱し．
政府は，本年末までに検討結果を
報告することになっている。

イタリア ・チェルノブイリ班故後，原子力立
地促進のための条項廃止の是非を

運転申　3基　133 間う国民投粟の要求が行われ丈＝。

建設中　3基　207
・1987年11月，国民投票が実施され，

4．6
上記条項を廃止するとの方向が示

計函中　6基　600 された。

計　　12塞　940

オースト ・1978年、完成したツベンテンドル

リア フ原子力発湿所の運転開始が国民
投票で差し止められた。その後再
開の醐きもあったがチェルノブイ
1〕事故後の1986年9月，その廃止・
解体を決定した。

中　　国 ・2000年暗点で迅転中設備容量700
建設中　3基　210 万KW，麹設中設備容最500万KW，
計画中　2基　　25 0 さらに来世紀半ぱには，発電電力

計　　5基　235 量の50％以上を原子力で賄うこと
を目指している。

台　　湾 運転申　6基　514 ・原子力発秘を引き続き穫進すると

計画中　4基　395 43．7
ともに，石炭火力への依存度を高

計　　10基　910
めることをエネルギー政策の目標
としている。

14
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（15）　チ呈ルノプイリ事故とその影響

日 本 （1987．9，1現在） （工986年度） 1987年5月，原子力安全委員会が、
「ソ連聾故調査報告聾」を発表し、

従来の安全規制，防災対策等を早
急に改める必要性は見出されない

運転中 35墓2．788 ことを明らかにした。

建設中 12基ユ，199
6月，原子力委員会は，「原子力開

27．8
発利用長期計画」を発表し，今後

計画中 4基 333 とも原手力開発利用を稲実に推進
する方針を明らかにした。

喬十 51基4，320
・10月，悶識において「石油代替工
ネルギーの供給目標」が改定さ
れ，昭和75年度における原子力発
電設備容量は，5，350万KWとされ
た。

注〕　運転中・警設中・計画中の基数及ぴ容量は目本原子力産業会識「原子力発電所一覧義（1987年6月30日
　　現在〕」によるo

は
論
を
侯
た
な
い
。
原
子
カ
発
電
所
は
立
地
、
設
計
、
建
設
の
各

段
階
を
経
て
運
転
の
段
階
に
入
る
。
こ
れ
ら
の
段
階
で
安
全
確
保

上
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
目
標
が
生
じ
て
く
る
。

　
原
子
カ
発
電
所
の
安
全
確
保
の
基
本
は
、
平
常
時
あ
る
い
は
機

器
の
故
障
、
運
転
員
の
誤
操
作
、
地
震
等
の
自
然
災
害
に
よ
り
発

生
す
る
事
故
時
に
お
い
て
原
子
炉
内
部
に
発
生
蓄
積
さ
れ
た
放
射

性
物
質
を
確
実
に
封
じ
込
め
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
た
と

え
ぱ
設
計
の
段
階
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
多
重
防
謹
（
深
層
防

護
）
と
い
う
考
え
の
下
で
、
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
三
つ
の
レ

ベ
ル
の
安
全
確
保
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
。

　
現
在
、
原
子
カ
発
電
所
は
こ
の
多
重
防
護
の
安
全
設
計
に
基
づ

い
て
設
計
さ
れ
運
転
さ
れ
て
き
て
お
り
、
先
進
工
業
国
に
お
い
て

は
重
要
な
電
カ
源
と
し
て
定
着
す
る
に
至
っ
た
。
そ
の
間
に
は
先

の
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
事
故
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
多
重
防
護
が
施
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
ら
が
有
効
に
働
か
ず
放
射
性
物

質
が
環
境
に
放
出
さ
れ
事
故
対
策
の
不
十
分
さ
が
批
判
さ
れ
た
こ

と
も
あ
っ
た
。
こ
の
事
故
の
主
要
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
運
転
員

の
誤
判
断
と
そ
の
誤
判
断
の
背
景
に
制
御
室
に
お
け
る
不
適
切
な

表
示
等
が
存
在
し
た
こ
と
か
ら
、
原
子
炉
施
設
の
事
故
に
お
け
る

人
的
要
因
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ァ
ク
タ
ー
）
の
重
要
性
及
ぴ
ど
こ
ま

κ
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で
機
械
に
委
ね
、
ど
こ
ま
で
人
間
に
委
ね
る
の
が
原
子
炉
の
安
全

を
確
保
す
る
上
で
最
適
か
と
い
う
人
間
と
機
械
の
接
点
（
マ
ン
マ

シ
ン
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
）
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
た
。
今
回
の

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
で
も
、
運
転
員
の
規
則
違
反
が
事
故
の
第

一
義
的
な
原
因
と
な
っ
た
が
、
一
方
、
設
計
に
お
い
て
も
反
応
度

操
作
余
裕
の
維
持
が
運
転
員
の
監
視
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
警
報
、

イ
ン
タ
ー
ロ
ヅ
ク
等
が
不
備
で
あ
る
な
ど
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
、

人
的
要
因
及
ぴ
マ
ン
マ
シ
ン
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
重
要
性
が
再

確
認
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
過
去
の
経
験
に
基
づ
き
そ
の
時
々
に
生
ず
る
間

題
を
適
宜
解
決
し
、
原
子
炉
に
改
良
を
加
え
原
子
炉
の
安
全
性
を

強
化
確
立
し
て
い
く
従
来
の
方
向
と
は
別
に
、
先
進
諸
国
に
お
け

る
経
済
成
長
の
停
滞
や
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
事
故
を
契
機
と
し
て
固

有
安
全
性
を
強
調
し
た
新
し
い
中
小
型
炉
の
提
案
が
行
な
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
以
後
、
原
子
カ
施
設
の

安
全
性
確
保
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
る
と
と
も
に
原
子
炉
の
構

造
が
複
雑
で
な
く
、
高
い
経
済
性
と
固
有
の
安
全
性
を
持
つ
こ
の

新
し
い
型
の
原
子
炉
概
念
が
更
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
新
し
い
原
子
炉
の
安
全
確
保
方
式
の
特
徴
と
し
て
は
次
の

三
項
貝
が
あ
げ
ら
れ
る

1
、
事
故
後
の
安
全
が
単
純
な
自
然
科
学
法
則
に
よ
っ
て
保
持
さ

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
原
子
炉
の
異
常
時
に
は
負
の
反

応
度
係
数
お
よ
ぴ
ド
ヅ
プ
ラ
効
果
な
ど
の
炉
物
理
法
則
、
さ
ら
に

重
カ
の
法
則
、
熱
伝
達
法
則
な
ど
物
理
的
法
則
や
化
学
的
法
則
の

み
に
よ
っ
て
原
子
炉
内
の
核
分
裂
連
鎖
反
応
が
停
止
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ぱ
、
新
し
い
炉
で
は
、
原
子
炉
圧
カ
容
器

内
の
水
は
如
何
な
る
状
況
で
あ
ろ
う
と
も
瞬
時
に
は
失
な
わ
れ
る

こ
と
が
な
い
と
い
う
前
提
条
件
の
下
で
、
原
子
炉
の
異
常
発
生
時

に
は
密
度
回
ツ
ク
が
破
れ
プ
ー
ル
内
に
あ
る
一
次
系
の
上
部
及
ぴ

下
都
に
つ
い
て
い
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
を
通
し
て
、
高
濃
度
ボ

ロ
ン
プ
ー
ル
水
が
一
次
系
に
入
っ
て
炉
は
自
動
的
に
停
止
す
る
と

と
も
に
炉
心
で
の
崩
壊
熱
を
除
去
す
る
自
然
循
環
冷
却
が
維
持
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

2
、
機
器
の
動
作
原
理
に
関
す
る
も
の
で
、
事
故
後
の
安
全
保
持

は
運
転
員
や
能
動
機
器
に
ほ
と
ん
ど
依
存
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。

現
在
の
原
子
炉
で
は
、
た
と
え
ば
緊
急
炉
心
冷
却
装
置
（
E
C
C

S
）
は
電
気
信
号
あ
る
い
は
運
転
員
に
よ
り
作
動
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
が
、
新
し
い
炉
で
は
安
全
性
確
保
に
係
わ
る
機
器
は

電
気
駆
動
や
運
転
操
作
に
よ
ら
ず
に
原
子
炉
を
停
止
さ
せ
、
崩
壊

熱
を
除
去
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
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（1り　チ晶ルノプイリ事故とその影響

3
、
事
故
軽
減
努
カ
が
通
常
産
業
規
模
で
あ
り
、
運
転
員
は
事
故

発
生
に
対
応
す
る
た
め
の
即
応
的
処
置
お
よ
ぴ
操
作
を
必
要
と
し

な
い
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
事
故
後
、
運
転
員
が
一
時
的
に

現
場
を
離
れ
何
の
操
作
を
行
な
わ
な
く
て
も
原
子
炉
の
安
全
を
保

つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
人
間
と
機
械
と
の
関
係
は

在
来
の
も
の
と
明
ら
か
に
異
な
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
新
し
い
方
向
を
示
す
原
子
炉
は
上
述
の
よ
う
に
、
1
の
固
有
の

安
全
性
（
－
芸
宵
彗
片
ω
良
①
茸
）
、
2
の
受
動
的
安
全
性
（
勺
碧
色
き

蟹
華
く
）
、
3
の
老
串
寿
生
峯
ξ
ω
註
o
q
を
持
っ
た
原
子
炉
で
あ

る
。
要
す
る
に
、
そ
れ
は
多
く
の
電
気
回
路
を
利
用
す
る
安
全
防

護
設
備
や
シ
ス
テ
ム
と
し
て
独
立
し
た
工
挙
的
安
全
施
設
を
採
り

入
れ
た
在
来
の
原
子
炉
安
全
設
計
と
異
な
り
、
科
学
的
自
然
法
則

の
み
を
利
用
し
て
原
子
炉
炉
心
の
安
全
設
計
が
行
な
わ
れ
て
い
る

も
の
で
、
原
子
炉
の
安
全
性
を
確
保
す
る
ヱ
学
的
安
全
施
設
と
し

て
は
原
子
炉
の
平
常
運
転
時
及
ぴ
事
故
時
を
も
舎
め
て
受
動
的
機

器
の
作
動
に
の
み
依
存
し
、
ま
た
、
た
と
え
何
ら
か
の
異
常
な
過

渡
現
象
状
態
が
お
こ
っ
た
と
し
て
も
安
全
確
保
の
た
め
の
十
分
な

時
間
的
余
裕
を
有
す
る
原
子
炉
で
あ
る
。
更
に
こ
の
原
子
炉
は
、

責
任
を
開
発
者
に
集
中
し
て
原
子
炉
設
計
者
、
製
造
及
ぴ
建
設
者
、

運
転
要
員
や
管
理
責
任
者
、
規
制
行
政
担
当
者
に
対
し
て
看
過
責

任
を
負
わ
せ
る
度
合
を
少
な
い
よ
う
設
計
（
句
o
H
o
q
ζ
轟
冨
窃
）
し

て
原
子
炉
に
対
す
る
意
図
的
破
壊
行
為
、
過
渡
的
な
人
的
操
作
に

強
い
耐
性
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
欧
米
諸
国
で
こ
れ
ら
の
性
質
を
持
っ
た
新
し
い
中
小
型
の
原
子

炉
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
。
そ
の
種
類
、
容
量
及
ぴ
用
途
は

そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
。

　
規
模
の
小
さ
い
電
気
企
業
が
多
数
存
在
す
る
米
国
で
は
、
こ
れ

ら
の
企
業
が
長
期
に
わ
た
る
大
型
原
子
カ
発
電
所
建
設
上
の
資
金

リ
ス
ク
を
回
避
で
き
、
全
体
の
投
資
額
が
小
さ
く
か
つ
厳
し
い
環

境
基
準
に
合
致
し
全
出
カ
運
転
が
早
期
に
実
現
で
き
る
中
小
型
原

子
炉
に
注
目
し
て
い
る
。
こ
の
市
場
を
狙
っ
て
W
H
社
が
A
P
－

舳
、
G
E
社
が
S
B
w
R
、
と
い
ず
れ
も
六
〇
万
㎜
の
軽
水
炉
を

開
発
し
国
内
需
要
に
応
え
．
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
中
小
型
炉
は
大
型
炉
の
よ
う
な
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ヅ
ト
が
き
か
な

い
た
め
、
建
設
単
価
で
は
犬
型
炉
よ
り
不
利
に
な
る
が
、
受
動
系

の
導
入
と
簡
素
化
、
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
短
縮
化
、
機
器
の
モ
ジ
ュ

ー
ル
化
や
小
型
化
な
ど
に
よ
っ
て
そ
れ
に
対
応
し
、
ま
た
資
金
リ

ス
ク
の
減
少
や
低
経
済
成
長
に
見
合
っ
た
設
備
投
資
の
平
滑
化
な

ど
に
よ
り
全
体
と
し
て
発
電
コ
ス
ト
を
大
型
炉
に
よ
る
も
の
と
競

合
で
き
る
と
し
て
い
る
。
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一
方
、
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
諸
国
で
は
一
万
㎜
の
熱
供
給
炉
、
一
〇
万

㎜
、
三
〇
万
㎜
、
■
五
〇
万
㎜
な
ど
の
熱
と
電
気
の
併
供
給
炉
を
国

内
で
使
用
す
る
傍
ら
開
発
途
上
国
等
へ
輸
出
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
る
。

　
E
C
委
員
会
は
、
西
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け

る
中
小
型
の
熱
・
電
気
併
給
炉
の
市
場
調
査
を
三
国
共
同
研
究
と

し
て
実
施
し
、
E
C
諸
国
全
体
で
み
る
と
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に

六
〇
〇
万
㎜
の
需
要
が
あ
り
、
こ
れ
は
二
〇
万
堅
二
〇
基
分
に
相

当
す
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
I
A
E
A
は
、
一
九
八
三
年
よ
り

三
力
年
に
わ
た
っ
て
実
施
し
た
開
発
途
上
国
へ
の
中
小
型
炉
の
市

場
調
査
で
は
、
六
〇
万
㎜
以
下
の
中
小
型
炉
に
対
す
る
潜
在
市
場

は
一
九
九
〇
～
二
〇
〇
〇
年
の
一
〇
年
間
で
九
力
国
で
一
〇
～
一

五
基
程
度
で
あ
る
が
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
三
〇
年
間
で
み
る
と

約
七
〇
基
が
見
込
ま
れ
る
と
の
結
果
を
報
告
し
て
い
る
。

　
B
B
C
／
H
R
B
社
は
、
同
杜
が
開
発
中
の
H
T
R
シ
リ
ー
ズ

に
つ
い
て
在
来
の
軽
水
炉
と
経
済
性
比
較
を
行
な
い
、
H
T
R
シ

リ
ー
ズ
の
う
ち
の
H
T
R
I
㎜
は
一
〇
〇
万
㎜
以
上
の
大
型
P
W

R
に
比
べ
建
設
単
価
は
同
程
度
と
な
っ
て
い
る
が
、
発
電
コ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

で
は
か
な
り
優
位
に
立
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

結

証口回

　
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
カ
発
電
所
で
事
故
を
お
こ
し
た
R
B
M

K
は
そ
の
長
所
と
し
て
、
1
、
大
型
の
圧
カ
容
器
が
不
用
、
2
、

複
雑
で
高
価
な
蒸
気
発
生
器
が
不
用
、
3
、
運
転
中
に
燃
料
を
連

続
交
換
す
る
こ
と
が
可
能
、
4
、
中
性
子
経
済
が
良
好
、
5
、
燃

料
サ
イ
ク
ル
ヘ
の
柔
軟
性
が
あ
る
、
6
、
流
量
調
整
や
燃
料
の
健

全
性
チ
ェ
ッ
ク
が
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
こ
と
に
行
え
る
こ
と
な
ど
を
有
し

て
い
る
が
反
面
、
1
、
大
き
な
正
の
ボ
イ
ド
反
応
度
係
数
が
あ
ら

わ
れ
る
、
2
、
炉
心
の
出
カ
分
布
が
不
安
定
で
、
こ
れ
を
安
定
さ

せ
る
た
め
に
複
雑
な
制
御
シ
ス
テ
ム
を
必
要
と
す
る
、
3
、
各
チ

ャ
ン
ネ
ル
の
入
口
、
出
口
に
複
雑
な
分
岐
が
必
要
、
4
、
黒
鉛
構

造
物
及
ぴ
金
属
構
造
物
に
大
量
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
蓄
積
さ
れ
る

な
ど
の
短
所
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
R
B
M
K
は
こ
の
よ
う
な
短

所
を
考
慮
し
て
能
動
的
な
安
全
系
を
備
え
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
運
転
員
の
運
転
規
則
違
反
で
安
全
装
置
が
作
動
せ
ず
今
回
の

事
故
に
至
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
能
動
的
な
安
全
装
置
が
存
在

し
て
も
運
転
員
の
運
転
規
則
無
視
に
よ
っ
て
そ
れ
が
作
動
せ
ず
事

故
を
防
止
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
子
カ
発
電
所
事
故
及
ぴ
今
回
の
チ
ェ
ル
ノ

18
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（19）　チェルノプイリ事故とその影響

プ
イ
リ
原
子
カ
発
電
所
事
故
以
後
、
原
子
炉
の
安
全
確
保
の
重
要

性
が
再
認
識
さ
れ
、
原
子
炉
の
安
全
性
に
関
す
る
論
議
が
盛
ん
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
異
常
時
に
も
特
別
な
人
間
の
操
作
及

び
外
部
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
必
要
と
せ
ず
、
受
動
的
原
理

に
ょ
っ
て
原
子
炉
の
停
止
及
び
熱
除
去
が
行
な
え
、
炉
心
の
健
全

性
が
確
保
さ
れ
る
と
い
う
固
有
の
安
全
性
を
備
え
た
原
子
炉
が
検

討
提
案
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
こ
の
新
し
い
概
念
の
原
子
炉
は
固
有
の
安
全
性
を
持
つ
と
同
時

に
、
小
容
量
で
は
あ
る
が
在
来
の
軽
水
炉
と
同
程
度
の
経
済
性
を

そ
の
製
造
建
設
に
当
っ
て
量
産
効
果
、
挙
習
効
果
、
重
複
効
果
、

建
設
期
間
短
縮
、
安
全
審
査
の
簡
素
化
、
投
資
リ
ス
ク
軽
減
な
ど

に
よ
っ
て
獲
得
す
れ
ば
、
電
気
熱
併
給
炉
と
し
て
都
市
に
近
接
し

て
立
地
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
り
、
更
に
発
展
途
上
国
に
お
い
て

原
子
カ
を
利
用
す
る
際
に
現
在
直
面
し
て
い
る
問
題
す
な
わ
ち
在

来
の
大
型
原
子
炉
の
有
す
る
技
術
の
複
雑
さ
や
建
設
資
金
な
ど
の

難
点
を
克
服
で
き
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
諸
国
へ
の
進
出
が
期
待
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

　
多
く
の
軽
水
炉
が
安
全
に
運
転
さ
れ
て
い
る
現
在
、
新
し
い
安

全
性
の
概
念
を
導
入
す
る
必
要
は
な
く
、
既
存
の
軽
水
炉
を
改
良

し
安
全
性
を
高
め
、
経
済
性
を
向
上
さ
せ
う
る
と
い
う
考
え
方
も

あ
る
が
、
事
故
が
一
度
お
こ
ウ
た
後
の
杜
会
的
影
響
を
考
慮
す
れ

ぱ
固
有
の
安
全
性
と
い
う
概
念
を
重
要
視
す
る
態
度
も
今
後
の
原

子
カ
の
開
発
及
ぴ
利
用
に
際
し
て
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

文
　
猷

（
1
）
原
子
カ
安
全
委
員
会
繍
、
原
子
カ
安
金
白
書
（
昭
和
六
一
年

　
版
）
、
四
頁
、
昭
和
六
二
年
、
大
蔵
省
印
刷
局
。

　
　
杉
本
　
純
、
石
神
　
努
、
原
子
カ
エ
業
、
第
三
二
巻
、
第
一
一
号
、

　
七
頁
、
一
九
八
六
年
。

　
　
佐
藤
一
男
、
日
本
原
子
カ
挙
会
誌
、
第
二
九
巻
、
第
一
号
、
一
一

　
頁
、
一
九
八
七
年
。

　
　
都
甲
泰
正
、
日
本
原
子
カ
学
会
誌
、
第
二
九
巻
、
第
一
一
号
、
九

　
七
六
頁
、
一
九
八
七
年
。

（
2
）
　
若
林
利
男
、
速
水
義
孝
、
原
子
カ
エ
業
、
第
三
三
巻
、
第
二
号
、

　
四
九
員
、
一
九
八
七
年
。

（
3
）
　
原
子
カ
安
全
委
員
会
編
、
原
子
カ
安
全
白
書
（
昭
和
六
一
年

　
版
）
二
五
頁
、
昭
和
六
二
年
、
大
蔵
省
印
刷
局
。

（
4
）
　
同
右
、
五
三
頁
、
三
八
六
頁
。

　
　
内
藤
　
香
、
原
子
カ
エ
業
、
第
三
二
巻
、
第
二
一
号
、
六
員
、
一

　
九
八
六
年
。

（
5
）
　
原
子
カ
委
員
会
編
、
原
子
カ
白
書
（
昭
和
六
二
年
版
）
、
一
九

　
員
、
昭
和
六
二
年
、
大
蔵
省
印
刷
局
、

（
6
）
　
伊
勢
武
治
、
山
田
正
夫
、
服
部
禎
男
、
原
子
カ
挙
会
誌
、
第
三
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○
巻
、
第
二
号
、
二
員
、
一
九
八
八
年
。

　
武
谷
清
昭
、
原
子
カ
エ
業
、
第
＝
二
巻
、
第
一
〇
号
、
四
三
貫
、

一
九
八
五
年
。
原
子
カ
エ
業
、
第
三
三
巻
、
第
四
号
、
三
九
頁
、

九
八
七
年
。

　
若
林
宏
明
、
原
子
カ
エ
業
、
第
三
一
巻
、
第
一
一
号
、
五
一
頁
、

一
九
八
五
年
。
原
子
カ
エ
業
、
第
三
二
巻
、
第
八
号
、
一
八
頁
、

九
八
六
年
。

　
梅
津
照
裕
、
原
子
カ
エ
業
、
第
三
四
巻
、
第
一
号
、
ニ
ニ
頁
、

九
八
八
年
。

　
柿
澤
憲
一
、
原
子
カ
エ
業
、
第
三
四
巻
、
第
一
号
、
二
〇
頁
、

一　　　　　　一　　　一一

九
八
八
年
。

　
菅
原
一
郎
、
原
子
カ
エ
業
、
第
一

九
八
八
年
。

　
根
本
和
泰
、
原
子
カ
エ
業
、
第
一

九
八
八
年
。

　
末
越
安
胤
、
原
子
カ
エ
業
、
第
一

九
八
八
年
。

　
隅
田
　
勲
、
原
子
カ
エ
業
、
第
一

九
八
八
年
。

二
四
巻
、
第
一
号
、
二
六
貝
、

二
四
巻
、
第
一
号
、
三
〇
頁
、

二
四
巻
、
第
一
号
、
三
五
頁
、

二
四
巻
、
第
一
号
、
四
〇
頁
、

　
　
　
　
（
一
橋
大
学
教
授
）

　　　　　　　　　一　　　　　　一　　　一］
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